
日 時　令和４年３月 2 3 日（水）

【弘前大学徽章について】

　青森県の津軽地方を支配した大名「津軽
氏」は、家紋として「津軽牡丹」を用いて
いました。
　その弘前城下にある弘前大学の徽章は、
「牡丹」の花がモチーフとされています。



卒業生へのメッセージ式次第

日　時　　　令和４年３月 2 3 日（水）

　　　　　　第１部（人文社会科学部、教育学部、農学生命科学部）
　　　　　　午前 1 1 時 1 5 分～

　　　　　　第２部（医学部、理工学部）
　　　　　　午前 1 2 時 3 0 分～

一、　　　開　　式　　の　　辞

一、　　　学　位　記　授　与

一、　　　学　　長　　告　　辞

一、　　　卒　業　生　答　辞

一、　　　閉　　式　　の　　辞

弘　前　大　学　長　 福　田　眞　作

人文社会科学部長　 飯　島　裕　胤

教　育　学　部　長　 福　島　裕　敏

医　学　部　長　 廣　田　和　美

理　工　学　部　長　 佐　藤　裕　之

農学生命科学部長　 佐々木　長　市

２年にもおよぶコロナ禍の苦難を乗り越えて、新たな人生の
スタートラインに立つ卒業生の皆さんに、心からのお祝いと
エールを送ります。

４年間の学修を通して新しい自分と出会うことができたこと
と思います。皆さんの力が、新しい社会の創造に活かされる
ことを期待しています。

チーム医療では、チームが機能すれば 1+1 が 5 にも 10 にも
なります。患者さんが笑顔になれる安全安心な医療を目指し、
研鑽を積んで下さい。

卒業おめでとうございます。城下町弘前で過ごした思い出は
一生の宝となると思います。今後の皆さんの活躍を心より祈
念しております。

卒業おめでとうございます。大学で培った自律性・協働性・
創造性を基に、自分・他者・社会との新たな出会いを重ね、
成長していって下さい。

卒業おめでとう。この変化の時代、変わることを恐れず、目
標を一つずつ完遂し進んでください。厳しい卒論を経た皆さ
んなら大丈夫です。




